
選 考 結 果 総 括 表 

府省庁名 経済産業省 

 

役職 

現任者 任命予定者 

選考経過 
氏名 年齢 

当初就任 

年月日 
前職 氏名 年齢 現(前)職 

(独)石油天然

ガス・金属鉱

物資源機構 

理事長 

 

河野 博文 70 H20.4.1 ＪＦＥスチール(株)専務

執行役員 

[OB] 

※最終官職 

資源エネルギー庁

長官 

黒木 啓介 67 (独)石油天然ガス・金

属鉱物資源機構副理

事長 

（新日鐵住金 (株 )常

任顧問） 

 
応募総数 ４名 

↓ 
書類選考 

    ↓（３名） 
面接 

     ↓（２名) 
任命権者が選考委員長
から直接説明を受けた
後、選任 

※ 公務員ＯＢ該当者は、現任者及び任命予定者の「現（前）職」欄に[OB]と記載すること。 



役　職 氏　　名 年齢
当初就任
年月日

任期
任期満了
年月日

前　　歴 氏　　名 年齢 前　　　歴

公募 理事長 河野　博文 70 H20.4.1 4 H28.2.28

経済産業省資源エネルギー庁長
官
ＪＦＥスチール(株)専務執行役員
【公募】

黒木　啓介 67

(独)石油天然ガス・
金属鉱物資源機構
副理事長
（新日鐵住金(株)常
任顧問）
【公募】

経済産業大臣 H28.2.29

副理事長 黒木　啓介 67 H25.6.10 4 H28.2.28 新日鐵住金(株)常任顧問 理事長

理　事 藤野　真司 53 H26.4.1 2 H28.3.31

経済産業省商務情報政策局サー
ビス産業課長
(独)石油天然ガス・金属鉱物資源
機構企画調整部長
【役員出向】

理事長

理　事 明吉　研二 57 H25.5.1 2 H28.2.29
（独）石油天然ガス・金属鉱物資源
機構事業推進部長

理事長

理　事 市川　真 59 H26.3.1 2 H28.2.29
（独）石油天然ガス・金属鉱物資源
機構事業推進部長

理事長

理　事 辻本　崇史 62 H26.3.1 2 H28.2.29
（独）石油天然ガス・金属鉱物資源
機構金属資源開発本部特命参与
(併)金属資源技術部長

理事長

理　事 渡辺　正俊 61 H26.4.1 2 H28.3.31
(独)石油天然ガス・金属鉱物資源
機構石油備蓄部長

理事長

理　事 安達　直隆 59 H26.7.1 2 H28.6.30
(独)石油天然ガス・金属鉱物資源
機構希少金属備蓄部長

理事長

監　事 窪田　寛 63 H23.7.1 2 H28.2.29
(独)石油天然ガス・金属鉱物資源
機構事業推進部担当審議役

経済産業大臣

監　事 肥後　治樹 56 H26.4.1 2 H28.3.31
国税庁税務大学校教頭
【役員出向】

経済産業大臣

独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構役員名簿新旧対照表

任命権者 発令（予定）日
現　　　　任　　　　者 就任（予定）者



 
独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構  

理事長選任理由 
 
１．法人のミッション 
資源・エネルギーの安定供給及び生活環境の保全並びに金属鉱業等の健全な発

展を目的に、リスクマネーの供給などの石油・天然ガス、石炭、地熱及び金属鉱

物の探鉱・開発促進に必要な業務、石油・石油ガス及び金属鉱物資源の備蓄に必

要な業務、金属鉱業等における鉱害の防止に必要な業務等を行う。 
 

２．公募ポスト 
経済産業大臣が定める中期目標を達成するため、法人を代表し、機構の全業務

を総理する理事長には、自ら産資源国の担当政府機関のトップ等と折衝・交渉を

行うこと、国の資源確保政策の方向性を踏まえプロジェクト実現に向けて調整す

る指導力、多重的なリスクを適切に管理する能力が求められる。また、強いリー

ダーシップと改革意欲をもって、内部統制の強化に取り組むことが求められる。 
 

３．選考プロセス 
外部有識者による選考委員会は、４名の応募者から書類審査を行い、３名の候

補者に絞った上で、面接選考前に辞退した１人を除く２名の面接選考を行い、選

考委員全員一致で適任と判断した者１名を選考した。任命権者である経済産業大

臣は、選考委員長から直接、他の候補者を含む評価結果を詳しく聴取した上で、

選考委員会が適任と判断した黒木啓介氏を選任した。 
 
４．任命理由 
黒木氏は、これまで、当法人の副理事長として理事長を補佐してきた中で、案

件によっては、関係者や相手方企業のトップ層等と直接面談・交渉を行うなど、

自ら陣頭指揮を執ることもあり、資源・エネルギー問題、関連産業の動向などの

職務内容書で必要とされた知識・経験を豊富に有している。 
選考委員会では、副理事長として業務に精通しており経験・知識の点で安定感・

安心感があり、現状の課題を的確に把握しており、業務改革の意欲が大いにある

ことから、理事長としてふさわしい適性があるとの評価がなされた。 
このことから、資源価格の変動局面が当面続くものと見込まれる中、資源開発

プロジェクト等の着実な実施を確保するための内外関係機関等との調整・交渉及

び業務の改革を一層進める者として黒木氏が最適任者であるとの判断を行ったも

のである。 
 



 

選考委員会の属性について 

 

【経済産業省】 

 

・独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構 

 

選考委員会のメンバーの属性は以下のとおり 

 

公認会計士      １名 

大学教授       １名 

会社役員       ３名 

               

    計        ５名 
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